
一緒に地球上の水問題に取り組みませんか？
～民間企業と市民社会が手を携えた、水と衛生の問題の解決事例のご紹介～

水と衛生の問題の現実
Water Facts  

地球上では、9億人が、汚染から保護されていない水源を使っている。
26億人が、適切なトイレ等の衛生施設を利用できない。そのうちの12億人には、トイレすらない。
アジアやアフリカで水汲みを担う女性たちは、20kgもの水が入った容器を頭に載せて運んでいる。
安全でない水や不適切な衛生に起因する下痢性疾患で、毎日、4,000人もの子どもたちの命が失われている。
石鹸で手を洗うという単純な行動が、下痢性疾患になる可能性を40%以上低減させることができる。

世界各地には、ODA を受けることが出来ず、マスメディアからも注目されてない小さな集落や地域が数多
く存在しています。水と衛生に関する問題を解決するためには、発展途上国の自助努力や先進国の ODA
だけでは、決して十分ではありません。

日本水フォーラム（JWF）は、地球上の水問題解決に寄与するため、「政策提言」、「日本の叡智の世界への発信」、
「人材育成・啓発」とともに、途上国の水と衛生の問題を解決するための「草の根活動の支援」に大きな力
を注いでいます。

現在、団体会員である P&Gジャパン、東レ株式会社、株式会社エフ・ディ・シィ・プロダクツ（ジュエリー
ブランド「4℃」を提供）の CSR 活動と連携して、6 カ国の途上国で、水と衛生に関する問題の解決を目的
とした共同事業を展開しています。
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民間企業と市民社会が手を携えた、水と衛生の問題の解決事例

P&G ジャパン、日本水フォーラム、現地パートナー
の共同事業

学校への水供給・衛生推進プロジェクト事例1

水と衛生の問題を抱える、途上国の子どもたちの支援を目
的として、井戸や雨水貯留タンクなどの水供給施設と、ト
イレや手洗い所などの衛生施設を同時に建設するとともに、
その使用方法などに関する教育活動を行っています。
フィリピン、スリランカ、バングラデシュ、及びペルーの
4ヶ国で展開する「学校への水供給・衛生推進プロジェクト」
によって、合計約4,500 人に安全な飲料水や適切な衛生環境
をもたらすことができました。

※本プロジェクトには、平成 20 年 8 月に期間限定販売された液
体洗剤アリエールイオンパワージェルの売り上げの一部が活用
されています。

ジュエリーブランド「4℃」、日本水フォーラム、
現地パートナーとの共同事業

AQUA PROGRAM事例2

水問題を抱える女性たちの支援を目的として、キリバス（太
平洋の島嶼国）とスリランカで、水供給プロジェクトを実
施しています。
キリバスでは、6 箇所の村集会場に計 8 基の雨水貯留タン
クを設置しました。これにより、合計約 1,000 人に対して、
雨水を水源とした水供給を行うことができるようになり、
それまで水汲みの仕事を担っていた女性たちの労働を大幅
に軽減することができました。

※AQUA PROGRAM は、ジュエリーブランド「4℃」を提供す
る株式会社エフ・ディ・シィ・プロダクツ株式会社のフェア開
催中の売り上げの一部が活用されています。

東レ株式会社、日本水フォーラム、現地パートナー
との共同事業

トレビーノ基金 水供給・衛生プロジェクト事例3

インド中西部のマハーラーシュトラ州トンガオン村において、約200世帯
（１,０００人程度）を対象に、安全な飲料水の供給、衛生の改善、
女性の参加と管理能力強化を目指したプロジェクトを実施しています。

※本プロジェクトは、東レ株式会社が提供する家庭用浄水器トレビーノ
の売り上げの一部が活用されています。

草の根活動を実施している途上国の団体支援を目的に設立し
た JWF ファンドは、 5 年間で 19 カ国 68 件のプロジェクト
を支援し、総受益者数が 10 万人を超えました。JWF ファン
ドは、会員の皆さまから納入された会費と一般の皆様からの
寄付（JWF国際貢献基金）で運営しています。

その他、プロ野球選手のダルビッシュ投手と設立したダルビッ
シュ有水基金、国際NGOとの連携事業等も展開しています。

日本水フォーラムの一員として、地球上の水問題解決を目指した政策提言、途上国での草の根
活動等をご支援ください。また、日本水フォーラムは、プレミア団体会員にご入会された、企業・
団体の皆さまの海外及び日本国内でのCSR活動の企画・共催を行っています。

貢献する方法１：日本水フォーラムの会員になる

①インターネットで寄付する：Yahoo! ボランティア インターネット募金から寄付できます
②郵便払込・銀行振込で寄付する

貢献する方法２：JWF国際貢献基金に寄付する
特定非営利活動法人日本水フォーラム
〒103-0015　東京都中央区日本橋箱崎町5-4
　　　　　　 アライズ第2ビル6階
TEL: 03-5645-8040  FAX: 03-5645-8041
E-Mail: office@waterforum.jp 
URL: http://www.waterforum.jp※詳細については、日本水フォーラムのウェブサイト（http://www.waterforum.jp）もご覧ください。

途上国の水と衛生の問題解決に貢献するには？

草の根活動の支援実績（平成２２年３月時点）

バングラデシュ

ケニア

ソロモン諸島

カンボジア

スリランカ
津波被害復興支援活動
防災教育指導者育成事業*6
学校への水供給・衛生
推進プロジェクト*2

井戸建設プロジェクト*5

スラム地域における
給水システム改善
プロジェクト*5

アフリカ(31)*1 アジア(35)*1

*1： 数字はJWFファンドの支援件数
*2： P&Gジャパンとの共同プロジェクト
*3： ジュエリーブランド「4℃」との共同プロジェクト
*4： 東レ（株）との共同プロジェクト
*5： ダルビッシュ有水基金
*6： JWF国際貢献基金
*7： バングラデシュ打ち水手ぬぐい売上げによる実施プロジェクト
*8： 外務省日本ＮＧＯ支援無償資金協力事業

中南米(2)*1

フィリピン

スラム地域における環境衛生向上プロジェクト*6

洪水被害復興支援活動*7
学校への水供給・衛生推進プロジェクト*2

村落部における
水改善プロジェクト*5

インド
トレビーノ基金水供給
 ・ 衛生プロジェクト*4

学校への水供給・衛生
推進プロジェクト*2 学校への水供給・衛生

推進プロジェクト*2

ペルー

ネパール
学校内の
井戸建設プロジェクト*5

キリバス
AQUA PROGRAM
雨水貯留タンク設置
プロジェクト*3
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日本水フォーラムの草の根活動の支援の概要

（平成22年 6月発行）


